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２
０
０
７
年
度
第
３
回
定
期
総
会
と

国
際
シ
ン
ポ

「女
性
が
語
る
ア
ジ
ア
の
高
齢
社
会
」
を
終
え
て

奇
跡
を
つ
く

っ
た
皆
さ
ま
へ
　
　
　
当
〈ム理
事
長
樋

口

恵

子

昨
年
の
朝
日
社
会
福
祉
賞
受
賞
か
ら
１
年
５

ヵ
月
、
賞
金
２
０
０
万
円
を
生
か
し
て
念
願
の

初
の
国
際
会
議
、
ア
ジ
ア
の
女
性
の
視
点
か
ら

高
齢
社
会
へ
の
提
言
は
、
奇
跡
的
な
成
功
を
お

さ
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
会
員
の
皆
さ
ま

の
お
か
げ
さ
ま
で
ご
ざ
い
ま
す
。

と
い
う
の
は
、
日
本
社
会
全
体
の
気
分
が
内

向
き
に
な
っ
て
い
る
せ
い
か
、
メ
デ
ィ
ア
の
お

知
ら
せ
に
は
ほ
と
ん
ど
反
応
が
な
く
、
果
し
て

満
席
に
な
る
か
ど
う
か
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
が
日
を
追

っ
て
、
最
後
の
１
週
間
で

会
員
の
皆
さ
ま
の
回
コ
ミ
が
功
を
奏
し
、
広
い

朝
日
マ
リ
オ
ン
を
熱
心
な
聴
衆
で
埋
め
尽
く
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

世
界
的
に
知
ら
れ
た
「チ
ャ
ン
グ
ム
の
誓
い
」

文
定
皇
后
を
好
演
し
た
パ
ク

・
ジ
ョ
ン
ス
ク
さ

ん
、
芸
能
人
の
ギ
ャ
ラ
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら

な
い
出
演
料
で
来
日
が
実
現
し
ま
し
た
。
他
の

グ
ス
ト
の
方
々
も
日
本
側
パ
ネ
リ
ス
ト
も
、
第

一
線
で
活
躍
中
の
最
高
の
布
陣
で
、
今
最
も
ホ

ッ
ト
な
テ
ー
マ
を
論
じ
合
い
、
発
信
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

東
京
近
郊
は
も
ち
ろ
ん
静
岡
、
福
島
の
仲
間

ま
で
な
ん
と
８０
人
の
会
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
早
朝
か
ら
夕
方
ま
で
、
こ
の
大
会
議
の
運

営
を
支
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

会
員
に
医
療
ス
タ
ッ
フ
も
充
実
、
気
分
が
悪

く
な
っ
た
参
加
者
に
し
っ
か
り
対
応
で
き
ま
し

た
。
当
会
な
ら
で
は
の
あ
り
が
た
い
こ
と
と
存

じ
ま
す
。

６
月
２９
日
の
総
会
は
、
国
連
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
登
録

申
請
が
完
了
し
た
こ
と
、
地
球
規
模
の
高
齢
化

に
向
け
て
発
信
し
つ
つ
、
介
護
保
険
を
ほ
ん
と

う
に
利
用
者
の
た
め
に
す
る
地
域
か
ら
の
問
題

提
起
、
介
護
者
、
高
齢
者
本
人
の
発
言
力
の
強

化
な
ど
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
が
本

番
で
す
。
ご
い
っ
し
ょ
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま

し
ょ
いつ
。

全国津々浦々から集まった会員たち
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総
会
開
会
に
先
立
ち
司
会
者

・
松
村
満
美
子

理
事
よ
り
定
款
第
２７
条
の
定
足
数
に
達
し
、
総

会
成
立
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。
社
員

¨
正
会
員

数

（個
人
）
９
９
０
人
、
グ
ル
ー
プ
８６
、
賛
助

会
員
１０
人

（出
席
社
員

¨
個
人
１
３
５
人
、
委

任
状
提
出
４
４
８
人
、
計
５
８
３
人
、
グ
ル
ー

プ
・７
、
委
任
状
提
出
３．
、
計
４８
）
ｏ

樋
口
恵
子
理
事
長
よ
り
通
算
２５
回
目
に
当
た

る
こ
の
総
会
は
、
明
日
の
朝
日
社
会
福
祉
賞
受

賞
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
前
夜
祭
に
位
置

づ
け
ら
れ
る
と
の
挨
拶
。

北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
、
全
国
津
々
浦
々
か

ら
の
会
員
の
順
次
挙
手
に
よ
り
、
会
場
で
総
会

出
席
者
を
確
認
し
た
。

議
長
に
沖
藤
典
子
副
理
事
長
が
選
出
さ
れ

た
。
書
記
は
稲
葉
敬
子
、
河
野
忠
代
、
議
事
録

署
名
人
は
木
村
民
子
、
谷
島
陽
子
が
選
出
さ
れ
、

直
ち
に
議
事
審
議
に
入
っ
た
。

第
１
号
議
案

２
０
０
６

（平
成
１８
）
年
度
事
業
報
告
承
認
の

件
袖
井
孝
子
副
理
事
長
に
よ
り
、
例
会

「介
護

保
険
検
証
シ
リ
ー
ズ
」
、
わ
が
国
初
の
高
齢
者

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
研
究
会
、
第
２５
回
全
国
大

会
鳥
取

「倉
吉
未
来
中
心
」
で
、
「人
生
１
０

０
年
す
べ
て
の
世
代
に
居
場
所
と
出
番
」
は
参

加
人
数
延
べ
３
２
０
０
人
に
お
よ
ぶ
、
討
ち
入

リ
シ
ン
ポ

「男
だ
け
で
語
る
な
団
塊
大
定
年
」

な
ど
詳
細
な
年
間
の
活
動
報
告
が
な
さ
れ
た
。

N2
P0
00
法 7

会 回
を
よ
く

会 日 す

場 時
長

L.…… …… …… … ・ ―… 」

2006(平成18)年度事業報告

<例会 。シンポジウム>
4/80 4月 例会 介護保険改正検証シリーズ・新制度

どこへ行く。介護保険、介護予防と療養病床のゆくえ

5/200 5月 例会 介護保険改正検証シリーズ・認知症

*第 1部 認知症を支える家族からの発言

*第 2部 いつまでも若々しく健康な脳を

6/170 第 2回総会

7/280 7月 例会 医療法人「こころとからだの元気プラザ」主催、本会共催

ぜひ知っておきたい 1認知症の最新情報と早期発見のための

袖井孝子副理事長
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テス ト (コ グヘルス)

8/2αD 8月 例会 わが国初の要介護高齢者アンケー ト調査報告&研究会

9/90～ 9/1αEl 第25回高齢社会をよくする女性の会全国大会 。鳥取

「人生100年 すべての世代に居場所と出番」

参加延人数 :3,2∞人 於 :倉吉未来中心

10/3α月)10月例会  「社会福祉法人経営の現状と課題」について

11/170 11月例会 介護保険導入前夜の韓国福祉事情・家族事情

12/100 東京歳末名物/女たちの討ち入リシンポ～男だけで語るな団塊大定年～

第 1部 対談「われら団塊、男と女で大定年を語る」

第 2部  「団塊女性 語ればこうなる大定年」

フィナーレ「老いを夫と生きるとき」先輩 。経験者から大発言

寸劇 行列のできる定年身の上相談所 劇団WABASの名女優出演

1/260 新春例会 福祉 。医療法人経営の現状と課題 シリーズ第 2弾

療養型病床群のゆくえと医療法人改革

3/160 AARP、 リタイアメント・高齢化問題に関する国際会議 (高速協 )

3/2αD 3月例会 福祉 。医療法人経営の現状と課題 シリーズ第 3弾

高齢者医療改革はこれから本番

<調査 。研究> 「高齢者と家族が介護職員に期待するもの」

<会 報 発 行> 8回
<理 事 会> '07/5/2&月 )於 :弘済会館

<運営委員会> 計12回、他臨時運営委員会あり

<会 員 数> 個人/1,022人 グループ会員/88グループ 賛助会員/10人

2∞7年 3月 31日 現在

第
２
号
議
案

２
０
０
６

（平
成
１８
）
年
度
収
支
決
算
報
告
承

認
の
件

新
井
倭
久
子
事
務
局
長
に
よ
る
詳
細
な
事
業

収
支
決
算
報
告
が
な
さ
れ
た
。

藤
原
房
子
監
事
に
よ
る
監
査
報
告
が
あ
り
、

１
号

。
２
号
議
案
は
満
場

一
致
で
原
案
ど
お
り

承
認
さ
れ
た
。

新井倭久子事務局長藤原房子監事
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科 目 予 算 額 決 算 額 備 考

貸買 (省人貸金 ,

印届J物売上

雑収入

当期収入合計
前年度経入金

6,730,000

6CXl,CXXl

39,069

7.330.931

7,588,000

924,663

302,971

8,815,634

7_330.931

会報増部代、大会報告書、介護調査報告書売上金
カンパ金300,2∞ 円 預金利息2,771円

収 入 合 計 14.700.CXXl 16.146.565

支出の部

2006(平成18)年度事業収支決算書

自2006年 4月 1日 ～至2∞7年 3月 31日

収入の部

次年度繰越金の計算

前年度繰越金             7,330,931円
当期収入実績額   8,815,634円

当期支出実績額  10,743,284円   △1,927,650円

次年度繰越金             5,403,281円

貸 借 対 照 表

2007(平成19)年 3月 31日 現在
(単位 :円 )

借  方 (資 産 ) 買  方 (負債・基金 )

目科 金   額 目科 金  額
現 笠

預貯金
未収入金
付器備品
電話加入権

8,782

5,089,165

0
400,000
70000

ス 千 反 繰 越 笠

前受会費
預り金

5,403,281

158,000

6,666

合 計 5,567,947 計合 5,567,947

(単位 :円 )

科 目 予 算 額 決 算 額 考備

事業費
啓発事業費
調査研究事業費
相談事業費
国内交流事業費
国際交流事業費

管理費
給料手当
福利厚生費
会議費
旅費交通費
通信運搬費
水道光熱費
消耗品費
印刷製本費
事務費
管理費
雑費

予備費
当期支出合計
次年度繰越金

3,500,Olp0

1,鰤 ,lXXl

600,000

100,000

300,lXXI

axl,mxl

8,783,000

2,320,000

78,000

400,000

500,000

1,700,000

85,000

400,000

2,500,000

500,000

220,000

80,000

2,417,CXD

14,700,OCXl

2,015,904

1,373,377

543,271

5,000

52,432

41,824

8,727,380

2,179,695

0
397,766

459,000

1,560,853

77,267

337,785

3,006,188

458,008

200,200

41,618

0
10,743,284

5,403,281

例会、シンポジウム、全国大会助成金
「高齢者と家族が介護職員に期待するもの」集計印刷

「高連協」会費、関連活動事務費
ソウル女性プラザ交流活動事務費

給料手当2,027,970円  雑給151,725円

総会、理事会

会報チラシ発送年 8回

コピー機、電話機ローン代
会報印刷代、封筒印刷代、コピー代、広島大会報告書

事務局マンション管理費

更 出 合 計 14,700,000 16,146,565
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第
３
号
議
案

２
０
０
７

（平
成
１９
）
年
度
事
業
計
画

（案
）

に
つ
い
て

樋
口
理
事
長
よ
り
６
月
３。
日
の

「女
性
が
語

る
、
ア
ジ
ア
の
高
齢
社
会
」
、
９
月
８
～
９
日

の
静
岡
大
会

「め
ざ
せ
！
み
ん
な
の
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
社
会
」
は
既
に
進
行
し
て
い
る
。
高
齢
社

会
は
介
護
保
険
始
動
か
ら
第
二
幕
目
に
は
い

り
、
高
齢
者
の
活
動
の
場
を
ど
う
広
げ
る
か
と

い
う
新
た
な
局
面
を
迎
え
て
い
る
。
介
護
を
支

え
る
仕
組
み
を
も
う

一
度
考
え
直
さ
ね
ば
な
ら

な
い
。
国
連
Ｎ
Ｇ
Ｏ
へ
申
請
中
で
あ
り
、
国
際

交
流
事
業
、
相
談
事
業
、
調
査

・
勉
強
会
な
ど

の
事
業
計
画
の
推
進
が
熱
く
語
ら
れ
た
。

2007(平成 19)年度事 業計画 (案 )

1.啓発事業・ シンポジウム

◎朝 日社会福祉賞 受賞記念国際 シ ンポ ジウム 「女性 が語 るアジアの高齢社 会」
く期 日〉 6月 30日 ①  海外 ゲス ト、韓国・ ドイツ  く会場 〉有楽町朝 日ホール
記念講演/パ ノラマシンポ/4分 科会

◎第26回女性 によ る高齢社会 シンポ ジウム (於・静岡県静岡市 )

「め ざせ !みん なのユニバ ーサル社会  老 い は、おい しい 。うれ しい 。たの しい」
く期 日〉 9月 8日 0～ 9日 (日)く 会場 〉静 岡市・ グ ランシ ップ
記念講演/講師 、五木寛之氏  7分 科会  全体会 など盛 り沢山

◎東京歳木名物 「女 たちの討 ち入 リシンポ」  〈期 日〉12月  日
啓発事業 (月 例会 )

4月 7日  家族 介護一海外 と日本の見解
講師 /ゲ イル・G・ ハ ン ト、樋 回恵子 、高見国生 、陶山 えつ子

7月 。8月  介護 保険 サービス ここが問題 !シ リーズ 特養での問題 、住宅の 問題 など
9月    全 国大会
10月 。11月  老 いの河 の安全渡航 シ リーズ 講演・ シ ンポの後 、老 いの河 の安全渡

航相 談 コーナー (専門家担 当)を設 ける
12月     討 ち入 リシンポ
1月 ～   〇〇難民対策 シ リニズ 介護、住宅 、経済 など

国内交涜事業   4月 7日 の米 国介護連合主催 会議 を受 けて、国内団体 との交流

「高連協」 (代表 /樋口恵子 、堀 田力)を 通 じて 、 シニアの環境 問題
ほかの活動 に参画・推進

国際交流事業   国連 NGO団 体への登録 申講 中、認証後 は国際交流 の場 を活 用
調査 ・研究事業  「改訂介護保険制度」調査委 員会委員樋 口理事長
相談事業    ☆電話相談 、 シンポ ジウム開催時の相談受付

☆会報 に相談 コーナーを設 け る
2.会 報    年 6回 (隔 月刊 )+2回 臨時増刊号 =8回 発行 (8～16P)

広報活動、ホームペ ージの充実 を図 る
3.総会 ほ か

6月 29日 定期総 会
記念 講演 「女性 の会」 が 日本 を変 えた ! そ してい ま、立 ちふ さがっ
た こと ! 講師 /大熊由紀子 於 。女性 と仕事の未来館 ホール
終 了後 、 ウエル カムパ ーテ ィ・交流会  於・虎 ノ門パ ス トラル ホテル

4.出 版  第25回全 国大会 (鳥取 )報告書
5.会 議 総会 (年 1回)理 事会 (年 1回) 運営委員会 (月 1回)

6.その他

樋口恵子理事長

-5-



第
４
号
議
案

２
０
０
７

（平
成
１９
）
年
度
会
計
収
支
予
算
案

新
井
事
務
局
長
よ
り
予
算
案
の
詳
細
な
説
明

が
あ

っ
た
。
特
別
会
計
国
際
シ
ン
ポ
収
支
予
算

（案
）
の
詳
細
な
説
明
と
と
も
に
、
旧
高
齢
社

会
を
よ
く
す
る
女
性
の
会
資
産
報
告
が
あ
り
、

こ
の
中
か
ら
３
５
０
万
円
を
国
際
シ
ン
ポ
に
計

上
す
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

会
場
か
ら
国
際
シ
ン
ポ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保

険
は
か
け
な
い
の
か
と
の
質
問
が
あ

っ
た
が
、

今
回
は
加
入
せ
ず
、
以
後
検
討
す
る
と
回
答
。

夜
間
の
勉
強
会
を
、
昼
間
に
し
て
も
ら
え
な

い
か
と
の
要
望
も
あ

っ
た
。
昼
間
も
行

っ
て
は

い
る
が
、
専
門
職
で
多
忙
な
講
師
の
都
合
も
あ

り
、
夜
間
で
な
い
と
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
。

３
号

。
４
号
議
案
は
満
場

一
致
で
原
案
ど
お
り

承
認
さ
れ
た
。

第
５
号
議
案

役
員
人
事
に
つ
い
て

樋
口
理
事
長
よ
り
詳
細
な
説
明
が
あ
り
、　
一

番
ヶ
瀬
康
子
理
事
の
辞
任
を
承
認
。
榊
原
茂
子

運
営
委
員
の
辞
任
と
新
運
営
委
員
、
石
橋
鉄
子
、

石
田
路
子
の
紹
介
が
あ
っ
た
。
（河
野
忠
代
・
記
）

2007(平成19)年度会計収支予算案

収入の部 :円

目科 金    額 考備

会費 (含入会金 )

印刷物売上

雑収入

国際シンポ

前年度繰入金

6,730,000

600,000

66,719

5,500,000

5,403,281

個人会員990人 、グループ会員86、 賛助会員10人

例会・シンポ等資料代、会報増部・書籍売上

寄付金、受取利息ほか

チケット売上1,0∞,COO円  協賛金1,000,000円  旧会より3,5∞ ,000円

収 入 合 計 18.3CXl.000

出の部 単位 :円 )

目科 金   額 考備

事業費
啓発事業費
調査研究事業費
相談事業費
国内交流事業費
国際交流事業費

管理費
給料手当
福利厚生費
会議費
旅費交通費
通信運搬費
水道光熱費
消耗品費
印刷製本費
事務費
管理費
雑費

予備費
予備費

その他資金支出

8,100,CXXl

7,000,000

600,KXXl

10Cl,CICXl

200,000

200,000

9,133,000

2,320,000

78,000

450,000

500,000
1,700,000

85,000

400,鰤
2,800,000

500,000

220,000

80,000

1,067,000

1,067,000

0

国際シンポ、全国大会、歳木シンポ、例会

「高齢者と家族が介護職員に期待するもの」集計費

1日 電話相談事業ほか

他団体との連携事業

国連関係事務費

事務局 (週 3日 × 2人)給料、ボランティアほか

総会、理事会

事務局・運営委員交通費ほか

会報送料、電話代ほか

コピー機 リース代、電話機 ローン、メンテナンス代

会報製作印刷費、封筒印刷、入会案内資料、コピー代

事務用品、税理士行政書士手数料
マンション管理費 (18,2∞円×12ヵ 月)

当期 更 出合 計 18,3∞,OCD
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科 目 金  額 備 考 (積算内訳)

チケット売上代

協賛金

旧会より助成金

1,000,(】 )0

1,000,OCXl

3,500,tX10

参加券 (会員 。一般とも)@2,000円 ×500枚

1回 5,CXXl円 ×2∞口

合 計 5,500,000

収入

支出

2007(平成19)年度特別会計

国際シンポ収支予算 (案 )

前年度期末残高

前年度期末残高

当期損益

旧高齢社会をよくする女性の会資産報告

(単位 :円 )

(単位 :円 )

修繕積立金  4,150,753円

繰越金

銀行利息

9,008,890円

565,519円

当期末残高 計   13,725,162円

貸 借 対 照 表

2007(平成19)年 3月 31日 現在
(単位 :円 )

科 目 金  額 備 考 (積算内訳 )

会場、設備料費

施設利用技術者代

講師謝礼

通訳謝金

講師海外渡航費

国内交通費

印帰J費

通信運搬費

会議費

消耗品費

講師スタッフ弁当

予備費

1,700,000

400,000

650,000

460,000

1,220,000

350,000

380,000

166,000

20,lXXl

15,000

100,000

39,000

使用料ホール・スクエア1,0∞ ,lXXl円 、設備利用料5al,00o円 、看板・花代1∞,剛円

照明・音響・舞台

10万× 1人、 5万×4人、 3万× 6人、 1万×11人 源泉税

7万×6人 として 源泉税

韓国 8万×4人、ニューヨーク70万 × 1人 宿泊費

6万× 2人、 4万×2人、 5千円× 2人、ボラ2,000円 ×70人

資料プログラム印刷、カラーチラシ印刷、チケット印刷、コピー代

連絡通信費、チケット発送切手代、荷物搬入 。搬出代 (赤帽)

会議室借料

用紙代、フィルム、記録テープ代ほか

弁当@1,鰤円×1∞個

バス駐車代ほか

合 計 5,500,000

※
総
会
後
に
行
わ
れ
た
大
熊
由
紀
子
氏
の
記
念

講
演
∧

「女
性
の
会
」
が
日
本
を
変
え
た
―
そ

し
て
い
ま
、
立
ち
ふ
さ
が
っ
た
こ
と
―
∨
と
、

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
昼
食
休
憩
時
に
行
わ
れ

た
渥
美
右
桜
左
桜
出
演
の
講
談

「現
代
二
十
不

孝
」
は
次
号
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

借  方 (資 産 ) 貸  方 (負債・基金)

科 目 金  額 科 目 金  額

預貯金

定額貯蓄

7,725,162

6,u10,ooo

修繕積立金

次年度繰越金

4,150,753

9,574,409

合 計 13,725,162 合 計 13,725,162
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朝日社会福祉賞受賞記念国際シンポジウム

女性が語る アジアの高齢社会

2007年 6月 30日 有楽町朝 日ホール・スクエア (マ リオン1l F)

主催挨拶 NPO法人高齢社会をよくする女性の会理事長 樋

来賓挨拶 朝日新聞社事業本部長 後 藤 尚 雄

厚生労働省事務次官  辻   哲 夫
ソウル女性プラザ館長 パク・ヒョンギョン

記念講演

「韓国女性 むかし0いま・みらい」
講師:パク・ジョンスク

恵

袖井 佐 )、 沖藤 (中央)、 樋口 佑)の主催者側 後藤本部長 (左端)、 辻事務次官 (中央)、 パク・ヒョンギョン館長 (右端)

撮影/勝山泰佑 (写真家) 記念講演のパク 。ジョンスクさん



「チ
ャ
ン
グ
ム
の
誓
い
」
に
出
演
し
た
こ
と

は
私
の
人
生
で

一
つ
の
事
件
で
し
た
が
、
そ
の

こ
と
で
ア
ジ
ア
の
皆
さ
ん
に
お
目
に
か
か
る
こ

と
が
で
き
、
大
変
嬉
し
く
思

っ
て
お
り
ま
す
。

今
、
世
界
は
高
齢
化
社
会
に
向
か
っ
て
い
ま

す
。
私
は
２．
世
紀
は
ス
リ
Ｉ
Ｆ
の
時
代
、
フ
ィ

メ
ー
ル

・
フ
ィ
ー
リ
ン
グ

。
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を

備
え
た
女
性
達
が
こ
の
時
代
の
希
望
と
な
ら
ね

ば
な
ら
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

そ
の

一
方
、

２０
世
紀
は
男
性
の
時
代
だ

っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
産
業
の
進
展
に
よ

る
経
済
力
の
支
配
と
武
器
の
発
達
、
男
性
特
有

の
勝
利

へ
の
渇
望
な
ど
が
戦
争

へ
と
向
か
わ

せ
、
日
清
、
日
露
戦
争
、
第
１
次
、
第
２
次
世

界
大
戦
、
朝
鮮
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
か
ら
湾
岸
、

イ
ラ
ク
戦
争
ま
で
、
血
と
反
目
の
争
い
に
終
始

し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
の
影
で
女
性
達
は
家
族
の
犠
牲
と
な
り
な

が
ら
、
我
が
子
を
護

っ
て
き
ま
し
た
。
今
、
前

世
紀
の
痛
烈
な
反
省
と
慰
め
が
求
め
ら
れ
、
母

性
愛
と
い
う
大
き
な
愛
で
危
機
を
克
服
し
て
き

た
女
性
達
は
新
た
な
時
代
の
幕
を
開
い
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

第
２
に
２．
世
紀
は
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
の
時
代
で

す
。
命
令
と
服
従
の
時
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

機
械
や
技
術
が
リ
ー
ド
す
る
の
で
は
な
く
、

柔
ら
か
さ
と
感
性
の
豊
か
な
リ
ー
ダ
ー
達
が

人
々
の
心
を
和
ま
せ
、　
一
つ
に
し
て
い
く
の
で

す
。
即
ち
女
性
の
特
徴
で
あ
る
豊
か
な
感
性
と

ソ
フ
ト
さ
こ
そ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

第
３
に
今
世
紀
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
時
代
だ

と
思
い
ま
す
。
人
々
の
無
限
の
創
造
力
に
限
界

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ド
ラ
マ
と
い
う
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
が
ア
ジ
ア
の
過
去
の
痛
み
を
忘
れ
さ
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
は
身
分
の
低
い
チ
ャ
ン
グ
ム
が
あ
ら

ゆ
る
試
練
を
克
服
す
る
姿
に
拍
手
さ
れ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
男
性
官
僚
が
力
の
な
い
女
性
を
追

い
込
ん
で
ゆ
く
姿
に
は
憤
慨
さ
れ
、
皇
后
役
の

私
が
チ
ャ
ン
グ
ム
を
助
け
る
場
面
に
は
痛
快
な

思
い
を
さ
れ
た
で
し
ょ
う
。

チ
ャ
ン
グ
ム
の
逆
境
の
克
服
は
、
世
界
中
の

人
に
共
感
を
呼
び
ま
し
た
。
こ
ん
な
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
が
ア
ジ
ア
の
女
性
達
の
力
に
な
り
、
ス
リ

Ｉ
Ｆ
の
強
い
意
志
が
地
球
の
環
境
破
壊
を
も
救

う
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
後
に
続
く
ア
ジ
ア

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
心
か
ら
期
待
し
て
い
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
　

（河
野
忠
代
・
記
）

全
体
△富
「女
性
が
語
る
　
女
性
が
拓
く

ア
ジ
ア
の
高
齢
社
会
」

韓
国
を
リ
ー
ド
す
る
女
性
、
ド
イ
ツ
の
世
代
間
交
流

研
究
者
、日
本
の
各
界
で
活
躍
す
る
女
性
た
ち
な
ど
、

分
科
会
出
演
者
全
員
に
よ
る
パ
ノ
ラ
マ
ト
ー
ク

パ
ノ
ラ
マ
ト
ー
ク
と
は
本
邦
初
登
場
の
試
み

で
あ
る
。
い
つ
も
分
科
会
形
式
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
は
参
加
者
に
若
干
の
不
満
が
残

っ
た
。
他

の
分
科
会
出
演
者
の
顔
や
主
張
が
見
え
な
い
か

ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
今
回
は
、
分
科
会
全
体
像

を
パ
ノ
ラ
マ
の
如
く
展
望
す
る
、
パ
ネ
リ
ス
ト

全
員
が

一
堂
に
会
し
て
の
ト
ー
ク
を
企
画
。
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
分
科
会
の
狙
い
を
、
各

パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
は
ハ
イ
ラ
イ
ト
を
語
っ
て
い

た
だ
い
た
。
こ
こ
で
は
紙
面
の
関
係
か
ら
１
分

科
会
お
１
人
～
２
人
の
発
言
を
ご
紹
介
す
る
。

第
１
分
科
会

「日
韓
の
介
護
保
険
を
め
ぐ
る

動
き
」
で
は
、
韓
国
の
介
護
保
険
法
創
設
を
推

進
し
た
国
会
議
員
イ

。
ケ
ギ

ョ
ン
さ
ん
か
ら

「韓
国
で
は
９
９
８
８
と
い
う
数
字
が
語
ら
れ
、

９９
歳
ま
で
長
生
き
で
き
る
が
、
田
歳
ま
で
は
健

康
で
」
と
い
う
こ
と
。
「女
性
の
健
康
は
女
性

の
社
会
進
出
に
密
接
な
関
係
あ
り
」
で
あ
る
。

第
２
分
科
会
「少
子

。
高
齢
社
会
の
家
族
と

女
性
」
で
は
、
水
田
宗
子
さ
ん
（城
西
国
際
大
学
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学
長
）
が
「
チ
ャ
ン
グ
ム
」
と
「冬
の
ソ
ナ
タ
」
、

韓
流
ブ
ー
ム
の
ド
ラ
マ
の
背
景
に
女
性
の
自

立
、
男
性
の
新
し
い
あ
り
方
が
あ
る
。
そ
れ
を

超
え
て
介
護
や
晩
年
の
生
き
方
に
し
っ
か
り
向

き
合
う
の
が
２．
世
紀
の
文
化
、
と
問
題
提
起
。

第
３
分
科
会
「人
生
１
０
０
年
高
齢
女
性
の

活
躍
」
で
は
、
韓
国
で
「働
く
お
ば
あ
さ
ん
」
を

支
援
す
る
た
め
、
保
育
者
養
成
に
乗
り
出
し
た

動
き
を
シ
エ
ア
社
会
連
合
の
シ
ン

・
ヨ
ン
ジ
ャ

さ
ん
が
語
り
、
ド
イ
ツ
の
エ
ッ
シ
ェ
ン
ブ
ロ
イ

ヒ
さ
ん
は
「多
世
代
共
生
ホ
ー
ム
が
２
０
０
ヵ

所
。
２
０
１
０
年
ま
で
に
５
０
０
ヵ
所
」
と
い

う
世
代
間
交
流
の
新
し
い
動
き
を
紹
介
し
た
。

「介
護
に
か
か
わ
る
外
国
人
労
働
」
を
語
り

合
う
第
４
分
科
会
で
は
、
日
比
経
済
連
携
協
定

（Ｅ
Ｐ
Ａ
）
で
い
よ
い
よ
具
体
化
す
る
フ
ィ
リ

ピ
ン
人
看
護

・
介
護
者
受
け
入
れ
が
当
面
の
課

題
。
す
で
に
在
日
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
と
し
て
ヘ
ル

パ
１
２
級
を
取
り
介
護
者
と
し
て
働
く
大
石
ペ

ニ
ー
さ
ん
は

「介
護
は
心
で
」
と
発
言
。
竹
信

三
恵
子
さ
ん
は

「最
近
は

〃弱
肉
強
食
″
で
な

く

〃弱
肉
弱
食
〃
と
い
う
最
悪
の
傾
向
が
あ
る

が
、
広
く
グ
ロ
ー
バ
ル
な
女
性
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー

の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で
き
る
新
し
い
動
き
も
あ

る
」
と
報
告
し
た
。
　
　
　
　
（樋
口
恵
子
。
記
）

一ヨ

総勢22名 によるパノラマ トーク

第 2分科会メンバー第 1分科会メンバー

第 3分科会メンパー 第 4分科会メンバー
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第
卜
分
科
〈富
「日
本
と
韓
国
の
介
護
制
度
を
め
ぐ
る
動
き
」

コ
ー
デ
ィ
ネ
‥
夕
！
　
沖
藤
　
典
子

（当
会
副
理
事
長
・
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
）

パ
ネ
リ
ス
ト
　
　
　
　
古
都
　
賢

一
（厚
生
労
働
省
老
健
局
振
興
課
長
）

イ

・
ケ
ギ
ョ
ン

（韓
国
国
会
議
員
）

一ア
　
　
　
　
革
一
（社
会
福
祉
法
人
こ
こ
ろ
の
家
族
理
事
長
・社
会
福
祉
法
人
共
生
福
祉
財
団
名
誉
会
長
）
／／
韓
国

井
上
由
美
子

（当
会
理
事
。
城
西
国
際
大
学
教
授
）

日
本
と
韓
国
の
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
、

４
名
の
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。
ま

ず
、
厚
生
労
働
省
老
健
局
振
興
課
長
の
古
都
さ

ん
か
ら
は
、
介
護
保
険
制
度
が
成
立
す
る
経
緯

お
よ
び
２
０
０
５
年
の
制
度
改
定
に
つ
い
て
説

明
さ
れ
た
。

城
西
国
際
大
学
の
井
上
由
美
子
さ
ん
は
、
日

本
の
介
護
保
険
制
度
が
、
私
た
ち
の
望
ん
で
い

た
通
り
に
機
能
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
を
問
い

か
け
た
。
コ
ム
ス
ン
問
題
は

一
事
業
者
の
問
題

で
は
な
く
、
改
め
て
日
本
の
介
護
保
険
制
度
に

お
け
る
問
題
点
を
浮
き
彫
り
に
し
た
象
徴
的
な

事
件
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
提
起

か
ら
、
介
護
保
険
制
度
を
見
直
し
、
そ
れ
が
持

続
可
能
な
制
度
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
検

証
す
べ
き
と
し
た
。

そ
し
て
、
①
利
用
者
に
と
っ
て
介
護
予
防
の

成
果
は
上
が
っ
て
い
る
の
か
、
②
介
護
予
防
は

国

。
保
険
者
の
財
源
抑
制
を
実
現
さ
せ
た
の

か
、
③
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
進
展
は
あ
る

の
か
、
さ
ら
に
④
介
護
事
業
者
は
健
全
経
営
が

で
き
て
い
る
の
か
、
⑤
介
護
の
マ
ン
パ
ワ
ー
は

仕
事
に
生
き
が
い
を
持
て
て
い
る
の
か
と
問
い

か
け
た
。

ヂ
基
さ
ん
は
、
韓
国
で
２
０
０
７
年
に
成
立

し
た
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
、
韓

国
の
介
護
保
険
制
度
の
特
徴
を
、
①
保
険
の
対

象
者
を
重
度
の
要
介
護
者
に
絞
り
込
ん
だ
こ

と
、
②
地
方
分
権
型
の
日
本
に
対
し
て
全
国
統

一
型
に
し
た
こ
と
、
③
保
険
料
は
健
康
保
険
加

入
者
全
員
と
し
た
こ
と
、
④
日
本
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
に
あ
た
る
人
材
を
、
韓
国
で
は
既
に
育

成
さ
れ
て
い
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
担
わ

せ
た
こ
と
、
の
四
つ
を
提
示
さ
れ
た
。

韓
国
の
国
会
議
員
イ

・
ケ
ギ
ョ
ン
さ
ん
か
ら

は
、
２
０
０
８
年
７
月
か
ら
開
始
さ
れ
る
介
護

保
険
制
度

（２
０
０
７
年
４
月
老
人
長
期
療
養

保
険
法
制
定
）
の
詳
細
が
次
の
よ
う
に
説
明
さ

れ
た
．
０
受
給
対
象
者
は
６５
歳
以
上
の
高
齢
者

で
長
期
療
養
３
級
以
上
と
さ
れ
た
人

（６５
歳
以

下
で
も
老
人
性
疾
患
を
持
つ
人
を
含
む
）
、
②

保
険
給
付
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
の
現
物
給
付
と

特
別
な
現
金
給
付
が
あ
る
。
③
サ
ー
ビ
ス
は
療

養
保
護
士
や
看
護
師
が
担

っ
て
い
る

（療
養
保

護
士
の
養
成
は
、
２
０
０
８
年
ま
で
に
４
万
８

０
０
０
人
を
目
指
し
て
い
る
）
。
０
財
源
は
健

康
保
険
加
入
者
が
支
払
う
長
期
療
養
保
険
料
が

∞
％
、
国
家
支
援
額
２０
％
、
利
用
者
負
担
２０
％

で
あ
る
。

（石
田
路
子
・
記
）
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第
２
分
科
△〓
「少
子

・
高
齢
社
会
に
お
け
る
家
族
と
女
性
」

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
袖
拝
刻　
孝
子

（当
会
副
理
事
長
・お
茶
の
水
女
子
大
学
名
誉
教
授
）

パ
ネ
リ
ス
ト
　
　
　
　
ィ

．
ュ
ン
ス
ク

（韓
国
大
学
婦
人
協
会
副
会
長
・
元
韓
国
国
会
議
員
）

坂
本
由
紀
子

（参
議
院
議
員
）

冨
安
　
兆
子

（当
会
理
事
。高
齢
社
会
を
よ
く
す
る
北
九
州
女
性
の
会
代
表
）

水
田
　
宗
子

（城
西
大
学
理
事
長
・
城
西
国
際
大
学
学
長
）

キ
ャ
リ
ア
を
追
求
す
る
こ
と
の
困
難
さ
な
ど
ジ

ェ
ン
ダ
ー
の
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
。
宮
廷
で

高
い
地
位
に
の
ぼ
り
つ
め
、
優
し
い
夫
と
子
ど

も
に
恵
ま
れ
た
チ
ャ
ン
グ
ム
が
、
ど
の
よ
う
に

老
い
、
そ
し
て
死
を
迎
え
る
の
か
を
見
た
い
と

水
田
氏
は
語
っ
て
い
た
。

労
働
省
に
３０
年
余
り
勤
め
、
現
在
は
静
岡
県

選
出
の
参
議
院
議
員
で
あ
る
坂
本
氏
は
、
専
業

主
婦
で
あ
る
母
親
か
ら
、
女
性
も
仕
事
を
も
つ

べ
き
だ
と
教
え
ら
れ
た
と
い
う
。
今
な
お
、
女

性
に
と
っ
て
出
産
と
育
児
は
、
仕
事
の
継
続
を

困
難
に
す
る
最
大
の
バ
リ
ア
ー
で
あ
り
、
未
来

の
社
会
を
担
う
子
ど
も
の
た
め
の
対
策
の
必
要

性
を
強
調
す
る
。

冨
安
氏
は
、
長
年
に
わ
た
る
地
域
活
動
の
経

験
か
ら
、
中
高
年
女
性
が
、
配
食
、
子
育
て
支

援
、
調
査
研
究
、
学
習
、
国
際
交
流
な
ど
を
通

じ
て
、
い
か
に
自
己
を
確
立
し
、
自
己
実
現
を

図
っ
て
き
た
の
か
を
紹
介
す
る
。

歴
史
的
文
化
的
背
景
を
同
じ
く
す
る
日
韓
の

中
高
年
女
性
は
、
今
日
、
共
通
す
る
問
題
に
直

面
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
今
後
の

交
流
が

一
層
深
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

（袖
井
孝
子
・
記
）

韓
国
の
樋
口
恵
子
と
よ
ば
れ
る
イ
氏
は
、
社

会
も
家
族
も
価
値
観
も
激
変
す
る
韓
国
に
お
い

て
、
専
門
職
や
国
会
議
員
に
占
め
る
女
性
比
率

は
飛
躍
的
に
上
昇
し
た
が
、
高
齢
女
性
の
中
に

は
、
貧
困
や
社
会
的
孤
立
に
苦
し
む
人
が
少
な

く
な
い
と
語
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
改
善
す
る

た
め
に
は
、
定
年
制
の
廃
止
と
高
齢
者
の
働
く

場
の
確
保
、
高
齢
者
が
高
齢
者
を
支
援
す
る
制

度
の
確
立
、
高
齢
者
に
ふ
さ
わ
し
い
Ｉ
Ｔ
技
術

の
開
発
、
高
齢
者
自
身
が
団
結
し
て
政
治
的
な

パ
ワ
ー
と
な
る
こ
と
を
提
唱
す
る
。
「財
産
を

子
ど
も
に
譲
っ
て
し
ま
う
、
孫
を
お
ん
ぶ
し
て

腰
を
痛
め
る
、
管
理
も
で
き
な
い
の
に
大
き
な

家
を
買
う
、
夫
の
た
め
に
食
事
を
温
め
る
、
余

計
な
衣
服
を
買
い
あ
さ
る
」
の
は
、
「大
馬
鹿

者
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
し

み
じ
み
納
得
さ
せ
ら
れ
た
。

水
田
氏
は
、
韓
国
の

「冬
ソ
ナ
」
と

「チ
ャ

ン
グ
ム
」
、
日
本
の

「熟
年
離
婚
」
を
手
が
か

り
に
、
東
ア
ジ
ア
女
性
に
共
通
す
る
問
題
を
浮

き
彫
り
に
す
る
。
「冬
ソ
ナ
」
や

「熟
年
離
婚
」

に
お
け
る
核
家
族
の
中
の
専
業
主
婦
、
そ
れ
と

は
対
照
的
な
働
く
女
性
で
あ
る
チ
ャ
ン
グ
ム

は
、
専
業
主
婦
の
生
き
が
い
さ
が
し
、
女
性
が
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第
３
分
科
ム〓
「人
生
１
０
０
年
　
高
齢
女
性
の
活
躍
が
世
界
を
つ
く
る
」

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
樋
口
　
恵
子

（当
会
理
事
長
）

パ
ネ
リ
ス
ト
　
　
　
　
ド
ナ
ー
タ

。
エ
ッ
シ

ェ
ン
ブ

ロ
イ
ヒ

（ド
イ
ツ
青
少
年
研
究
所
主
任
研
究
員
）

ンヽ
ン

・
ヨ
ン
ジ
ャ

（韓
国
シ
ニ
ア
連
合
常
任
代
表
）

渥
美
　
雅
子

（当
会
理
事

。女
性
と
仕
事
の
未
来
館
館
長
）　
　
　
・

中
西
　
豊
子

（当
会
理
事
・
高
齢
社
会
を
よ
く
す
る
女
性
の
会
上
示
都
代
表
）

歴
然
と
し
て
い
る
こ
と
、
１
９
８
８
年
に
ス
タ

ー
ト
し
た
年
金
も
当
初
女
性
は
省
か
れ
て
い
た

こ
と
な
ど
、
女
性
に
不
利
な
状
況
を
改
善
す
る

た
め
に

「韓
国
シ
エ
ア
連
合
」
を
立
ち
上
げ
た

と
話
さ
れ
た
。
こ
の
連
合
は
９５
％
が
女
性
で
、

出
産

¨
育
児

。
介
護
な
ど
を
経
験
し
た
中
高
年

女
性
に
研
修
を
行
い
、
保
育
者
と
し
て
報
酬
を

得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
な
ど
の
実
践
例
も
挙
げ

ら
れ
た
。

ド
ナ
ー
タ

。
エ
ッ
シ
ェ
ン
プ

ロ
イ
ヒ
さ
ん

は
、
ド
イ
ツ
で
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
に
加

え
て
階
級
間
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
こ
と
、
す
な
わ

ち
教
育
レ
ベ
ル
の
高
い
富
裕
層
と
貧
困
層
で
は

平
均
寿
命
に
１０
年
の
差
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

た
。
自
作
の
ビ
デ
オ
に
よ
り
子
ど
も
の
探
究

心

・
創
造
性
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
高
齢
者
の

活
力
に
な
る
こ
と
も
強
調
さ
れ
た
。
ま
た
、
世

代
間
交
流
と
し
て
ド
イ
ツ
で
脚
光
を
浴
び
て
い

る
多
世
代
共
生
住
宅
政
策
を
紹
介
し
た
。
最
後

に

「高
齢
女
性
の
元
気
は
　
社
会
の
資
源
　
就

労
と
社
会
参
加
を
拡
げ
よ
う
」
な
ど
メ
ッ
セ
ー

ジ
３
本
が
賛
同
さ
れ
、
気
宇
壮
大
な
締
め
く
く

り
と
な
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

（木
村
民
子

・
記
）

ま
ず
、
渥
美
雅
子
さ
ん
が
日
本
の
高
齢
者
の

現
状
を

「労
働
白
書
」
か
ら
数
字
を
上
げ
て
説

明
。
生
涯
賃
金
が
男
性
の
２
億
７
千
万
円
に
対

し
、女
性
は
約
半
分
弱
の
１
億
５
千
万
円
だ
が
、

４０
歳
く
ら
い
で
賃
金
は
頭
打
ち
と
な
り
、
実
際

は
７
千
万
円
く
ら
い
で
あ
る
。
男
性
の
賃
金
１

０
０
に
対
し
て
女
性
が
６５

。
９
と
い
う
比
率
は

こ
こ
数
年
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
と
、
賃
金
格
差

の
問
題
を
提
起
し
た
。
樋
口
理
事
長
か
ら
も
当

会
が
調
査
し
た
資
料
に
よ
る
と
働
き
た
い
高
齢

女
性
は
増
え
て
お
り
、
そ
の
理
由
は
１
に
経
済
、

２
に
健
康
で
あ
っ
た
と
補
足
説
明
が
あ
っ
た
。

中
西
豊
子
さ
ん
は
京
都
で
の
孤
独
死
の
実
例

や
年
金
問
題
に
つ
い
て
触
れ
た
が
、　
一
方
高
齢

女
性
が
生
き
生
き
と
就
労
し
て
い
る
例
と
し

て
、
高
齢
女
性
が
村
ぐ
る
み
で
起
業
し
て
山
野

草
で
年
商
２
億
円
を
稼
ぐ
「葉

っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
」

な
ど
を
紹
介
し
た
。
介
護
保
険
の
ヘ
ル
パ
ー
な

ど
は
高
齢
女
性
の
就
労
拡
大
に
か
な
り
役
立

っ

て
い
る
と
述
べ
る
と
、
樋
口
理
事
長
が
介
護
職

の
待
遇
改
善
の
た
め
に

「介
護
人
材
確
保
特
別

措
置
法
」
を
提
案
し
、
拍
手
が
起
こ
っ
た
。

韓
国
シ
ニ
ア
連
合
代
表
の
シ
ン

・
ヨ
ン
ジ
ャ

さ
ん
は
、
韓
国
は
２
０
１
８
年
に
は
１４
％
超
の

高
齢
社
会
に
な
る
こ
と
、
男
尊
女
卑
の
思
想
が

根
強
く
、
教
育
レ
ベ
ル
の
格
差
や
就
労
格
差
が

ぶ
一Ｉ
一・‘
＝
難

＝撻
＝
＝
一
黎
一盤
一離
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第
４
分
科
会

「介
護
に
か
か
わ
る
外
国
人
労
働
を
考
え
る
」

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
原
　
ひ
ろ
子

（城
西
国
際
大
学
客
員
教
授
）

パ
ネ
リ
ス
ト
　
　
　
　
成
田
　
裕
紀

（厚
生
労
働
省
社
会

・
援
護
局
福
祉
基
盤
課
福
祉
人
材
確
保
対
策
室
長
）

竹
信
三
恵
子

（朝
日
新
聞
編
集
委
員
）

鈴
木
　
【仰
枝

（長
崎
ウ
エ
ス
レ
ヤ
ン
大
学
現
代
社
会
学
部
教
授

・
文
化
人
類
学
博
士
）

大
石
ペ
ニ
ャ
フ
ラ
ン
シ
ア

・
サ
ル
ヴ
ァ
シ
オ
ン
（在
日
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
介
護
士
協
会
）

事
前
に
椅
子
の
数
を
増
や
し
た
の
に
も
関
わ

ら
ず
、
超
満
員
で
立
ち
見
の
人
も
多
く
、
こ
の

テ
ー
マ
に
関
心
の
高
い
こ
と
を
改
め
て
実
感
。

原
　

，サ
」
で
は
、
「外
国
人
労
働
の
受
け
入
れ

の
是
非
を
問
う
の
で
は
な
く
、
現
実
に
ど
う
い

う
状
況
に
あ
る
の
か
を
考
え
理
解
し
た
上
で
、

日
本
人
と
し
て
、
利
用
者
、
家
族
と
し
て
ど
う

向
き
合
う
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
介
護

の
質
が
高
ま
り
高
齢
者
の
幸
せ
に
つ
な
が
る

か
、
そ
し
て
、
外
国
人
労
働
者
の
人
格
と
人
権

を
尊
重
し
確
実
な
も
の
に
し
て
い
く
か
に
つ
い

て
、
考
え
て
い
き
た
い
。

成
田
　
日
比
経
済
連
携
協
定
に
基
づ
く
、
介
護

福
祉
士
候
補
者
の
受
け
入
れ
の
概
要
を
話
し
た

い
。
こ
こ
で
の
内
容
は
、
厚
労
省
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
詳
し
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
参
考

に
し
て
ほ
し
い
。

こ
れ
は
あ
く
ま
で
両
国
の
経
済
の
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
が
目
的
で
、
国
内
の
介
護
労
働
力

の
不
足
を
補
う
た
め
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
を

ご
承
知
お
き
願
い
た
い
。
私
ど
も
の
見
解
で
は

今
後
１０
年
間
の
要
介
護
者
に
対
し
て
、
介
護
労

働
力
の
不
足
は
起
き
な
い
と
推
定
し
て
い
る
。

鈴
木
　
私
は
、
現
実
に
今
日
本
で
働
い
て
い
る

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
介
護
労
働
者
の
問
題
に
つ
い

て
話
し
た
い
。
現
在
、
す
で
に
２
級

ヘ
ル
パ
ー

の
資
格
を
取

っ
て
働
い
て
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
は

全
国
で
６
５
０
人
。
彼
女
た
ち
は
、
２
級
移
民

と
い
う
負
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
、
経
済
的
に

自
立
し
た
い
、
母
国
の
年
寄
り
の
代
わ
り
に
日

本
の
高
齢
者
の
世
話
を
し
た
い
と
い
っ
た
動
機

で
就
労
し
て
お
り
、
「明
る
く
温
か
い
、
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
が
あ
り
、
年
寄
り
の
扱
い
が
い
い
」

と
い
っ
た
理
由
で
、
利
用
者
や
雇
用
者
か
ら
は

好
意
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

大
石
　
在
日
フ
ィ
リ
ピ
ン
介
護
士
協
会
を
設
立

し
て
、
お
互
い
助
け
合
い
な
が
ら
が
ん
ば

っ
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
来
る
人
た
ち
の
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
に
な
り
た
い
。

竹
信

　

「嫁
福
祉
」
の
延
長
線
上
で
の
介
護
労

働
者
の
待
遇
を
改
善
し
な
い
限
り
、
外
国
人
労

働
者
の
人
権
を
守
る
こ
と
は
困
難
。
「人
種
差

別
禁
止
法
」
の
よ
う
な
も
の
が
必
要
な
の
で
は
。

パ
ネ
ラ
ー
の
発
言
に
会
場
か
ら
、
次
々
に
鋭

い
質
問
が
飛
び
交
い
、
熱
い
議
論
が
闘
わ
さ
れ

こ
の
テ
ー
マ
の
深
刻
さ
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。

（稲
葉
敬
子
・
記
）
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リ
レ
ー
・
エ
ッ
セ
イ
０

か
わ

　

　

な

川
　
名

思
い
出
で
心
い
き
い
き

錮
惨
鶴
惨
参
鬱
惨
●
●
繊
輸
ｅ
参
議
場
移
鶴
参
鶴
０
参
彿
参
参
惨
ｅ
参
ｅ
参
ｅ
鬱
ｅ
場
鬱
０
参
場
窃
０
●
０
●
機
鬱
惨
惨
鶴

東
京
に
出
張
し
た
と
き
、
思
い
立

っ
て
３
人
　
　
　
３
人
娘
の
歌
が
は
や
っ
て
い
た
の
は
、
ち
ょ

娘
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
行

っ
た
。
中
尾
ミ
エ
、
伊
　
　
つヽ
ど
小
学
校
高
学
年
か
ら
中
学
生
に
か
け
て
の

東
ゆ
か
り
、
園
ま
り
の
３
人
で
あ
る
。
「可
愛
　
　
こ
ろ
だ
。
ド
ー
ナ
ツ
版
と
呼
ば
れ
た
レ
コ
ー
ド

い
ベ
イ
ビ
ー
」
「
ヴ
ァ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
な
ど
、　
　
が
確
か
２
８
０
円
だ
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
の
友
人

ヒ
ッ
ト
曲
が
次
々
に
歌
わ
れ
る
。
き
ら
び
や
か
　
　
や
先
生
の
顔
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
浮
か
ん

な
ド
レ
ス
に
身
を
包
ん
だ
か
つ
て
の
ア
イ
ド
ル
　
　
で
は
消
え
た
。
興
奮
し
て
、
な
か
な
か
寝
付
け

た
ち
も
還
暦
だ
。
会
場
も
、
同
じ
年
ご
ろ
の
中
　
　
な
か
っ
た
。

年
男
女
で
あ
ふ
れ
て
い
た
。　
一
曲
ご
と
に
大
き
　
　
　
ま
る
で
回
想
法
の
よ
う
だ
っ
た
。
認
知
症
対

な
拍
手
と
歓
声
が
あ
が
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
策
と
し
て
、
町
を
挙
げ
て
回
想
法
に
取
り
組
む

「
Ｖ
、
Ａ
、
Ｃ
、
Ａ
、
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
…
」
　
　
　
　
愛
知
県
師
勝
町

（現

。
北
名
古
屋
市
）
を
取
材

ホ
テ
ル
に
戻
る
道
す
が
ら
も
戻

っ
て
か
ら
　
　
し
た
こ
と
が
あ
る
。
高
齢
者
同
士
が
思
い
出
を

も
、
私
の
頭
の
な
か
で
先
ほ
ど
ま
で
の
歌
の
　
　
語
り
合
う
こ
と
で
、
認
知
症
の
進
行
を
緩
や
か

数
々
が
鳴

っ
て
い
た
。
ふ
と
気
が
つ
け
ば
、
日
　
　
に
し
た
り
、
予
防
し
た
り
す
る
。
そ
の
様
子
を

ず
さ
ん
で
も
い
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
見
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

紀 き

美み

参0●機後鶴参惨0参後後参鬱惨鶴鬱惨

１０
人
ほ
ど
の
お
年
寄
り
が
、
昔
話
を
す
る
た

め
に
町
の
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
っ
て
い

た
。
こ
の
日
の
話
題
は
、
「学
校
」
だ
。
「手
製

の
布
の
か
ば
ん
で
通

っ
た
」
「筆
箱
は
筆
筒
と

言
い
よ

っ
た
な
」
。
傘
、
成
績
、
お
弁
当
。
次

か
ら
次
へ
と
話
が
移

っ
て
、
と
ぎ
れ
る
こ
と
が

な
い
。
記
憶
力
の
確
か
さ
に
驚
か
さ
れ
た
。

回
想
法
は
高
齢
者
の
心
理
的
な
安
定
を
高
め

る
心
理
療
法
だ
。
認
知
症
に
な
っ
て
も
昔
の
こ

と
は
比
較
的
よ
く
覚
え
て
い
る
。
記
憶
の
か
け

ら
を
か
き
集
め
て
生
き
て
き
た
道
の
り
を
た
ど

る
。
脳
を
活
性
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、
人
生
の

盛
り
を
生
き
る
過
去
の
自
分
の
姿
か
ら
、
今
の

状
況
に
立
ち
向
か
う
勇
気
を
も
ら
う
。

思
い
出
は
、
だ
れ
に
と
っ
て
も
か
け
が
え
が

な
い
。
こ
れ
か
ら
は
同
じ
時
代
を
生
き
て
き
た

者
同
士
、
思
い
出
を
心
ゆ
く
ま
で
語
り
合
う
時

間
を
大
事
に
し
た
い
と
思
う
。
過
去
を
ふ
り
か

え
る
こ
と
は
、
前
を
向
い
て
生
き
る
の
と
同
じ

く
ら
い
意
味
の
あ
る
こ
と
な
の
だ
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

７０
年
朝
日
新
聞
社
入
社
、
大
阪
本
社
学
芸
部
、
社

会
部
を
経
て
９５
年
か
ら
論
説
委
員
。

高
齢
者
や
女
性
、
子
ど
も
の
問
題
な
ど
の
社
説
を

執
筆
し
て
い
る
。
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本

の

紹

介

第
２５
回
全
国
大
会

・
鳥
取
の
報
告
書

「す
べ
て
の
世
代
に
居
場
所
と
出
番
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
し
た
、
第
２５
回
大
会
の
報
告
書
が

完
成
し
ま
し
た
。
１
８
７
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
労
作
。

全
国

の
会
員
ひ
と
り

一
人
に
ご
購
読
頂
き
た

く
、
前
例
の
な
い
５
０
０
円
で
お
届
け
い
た
し

ま
す
。

２５
回
の
節
目
の
大
会
は
日
本
で

一
番
小

さ
な
鳥
取
県
の
人
口
５
万
の
倉
吉
市
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

高
齢
社
会
の
先
取
り
を
し
て
い
る
こ
の
県
、

抱
え
る
問
題
は
山
積
み
。
け
れ
ど
人
権
先
進
県
、

男
女
共
同
参
画
推
進
県
、
高
齢
者
が
生
き
生
き

暮
ら
す
県
、
自
然
と
人
間
の
生
活
の
調
和
な
ど
、

常
に
全
て
の
人
が
輝
い
て
生
き
ら
れ
る
地
域
を

模
索
し
て
き
ま
し
た
。
全
国
の
会
員
の
皆
様
の

お
力
添
え
を
頂
き
、
我
々
は
力
い
っ
ぱ

い
発
信

す
る
こ
と
が
出
来
た
と
思
い
、
改
め
て
心
か
ら

の
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

樋
口
理
事
長
、
厚
生
労
働
省
の
御
園
審
議
官
、

そ
し
て
現
在
は
大
学
教
授

へ
転
身
し
た
片
山
鳥

取
県
知
事
の
鼎
談
は
、
何
度
読
み
返
し
て
も
示

唆
に
富
ん
だ
将
来

へ
の
道
筋
を
示
し
て
く
れ
る

内
容
で
す
。
「歩

い
て
大
体
の
用
が
足
せ
る
町

が
い
い
な
あ
。
若
い
人
も
子
供
も
い
て
。
音
楽

会
や
展
覧
会
が
あ
っ
た
り
、
近
く
に
図
書
館
も

ね
。
」
フ」
れ
は
知
事
の
夢
。

昨
年
は
介
護
保
険
が
大
き
く
見
直
し
が
行
わ

れ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
第
２
分
科
会
の

「改
正
介
護
保
険
を
検
証
す
る
」
で
は
、
施
設

か
ら
在
宅
へ
と
カ
ー
ブ
が
切
ら
れ
、
受
け
入
れ

が
出
来
ぬ
ま
ま
に
苦
悩
し
て
い
る
利
用
者
、
家

族
、
施
設
で
働
く
人
、
施
設
者
の
声
が
切
実
で

し
た
。
「
ア
ン
チ
　
エ
イ
ジ
ン
グ
」
と
い
う
新

鮮
な
発
想
を
も
ら
い
、
未
来
に
開
か
れ
た
思
い

が
し
た
第
７
分
科
会
、
今
後
、
地
域
で
高
齢
者

を
ど
う
活
用
し
、
ど
う
支
え
る
か
の
ヒ
ン
ト
が

い
っ
ぱ
い
の
第
１
分
科
会
、
第
５
分
科
会
。
ご

参
加
で
な
か
っ
た
方
は
も
と
よ
り
、
全
体
の
討

論
を
把
握
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
是
非
ご
購

読
を
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（竹
森
民
枝
・
記
）

鰊
菫
藤
辣
攘

※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
×
×
※

総
会

。
国
際
シ
ン
ポ
の
連
日
開
催
で
、
皆
様

に
は
多
大
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
お
か
げ
さ

ま
で
大
成
功
に
終
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

心
か
ら
感
謝
し
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
不
行
届
き
で
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
た
皆

様
に
併
せ
て
お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

☆
い
よ
い
よ
静
岡
大
会
。
会
場
は
東
海
３
県
大

会
の
愛
知
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
を
凌
ぐ
４
０
０
０

人
収
容
の
大
会
場
で
す
。
友
人

・
知
人
は
申
す

に
及
ば
ず
ご
親
戚
ご
家
族
、
果
て
は
見
知
ら
ぬ

人
に
も
お
誘
い
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
ま
せ
。

☆
昨
年
の
鳥
取
大
会
は
会
場
創
設
以
来
の
入
場

者
数
で
、
県
知
事
、
県
内
関
係
者
の
い
ま
だ
に

″び

っ
く
り
語
り
種
″
。
内
容
の
充
実
ぶ
り
は

上
記
報
告
書
を
ぜ
ひ
お
読
み
く
だ
さ
い
。
（１

冊
、
５
０
０
円
の
特
別
頒
布
価
格
。
送
料
は
実

費
を
い
た
だ
き
ま
す
）
申
込
先
は
事
務
局
。

☆
新
潟
中
越
沖
地
震
の
義
援
金
は

「長
岡
老
い

を
考
え
る
会
」
（代
表

・
平
石
京
）
が
受
付
可
。

当
運
営
委
員
会
か
ら
も
第
１
便
を
送
り
ま
し
た
。

☆
経
費
節
減
を
目
的
に
会
報
発
送
を
メ
ー
ル
便

に
託
し
ま
す
。
不
都
合
等
あ
れ
ば
ご

一
報
を
。

人/1100年 すべての輝 にヽ層場所と

定価500円
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